
皇后杯 JFA 第 46回全日本女子サッカー選手権大会準々決勝に 

ご来場くださるファン･サポーターのみなさまへ 

（一社）香川県サッカー協会 

両チームのファン･サポーターのみなさまに安全で快適にご観戦いただくためご協力くださいますよう

お願いいたします。 

■開場 

 10:00（予定） 

■試合開始 

 第 1試合 11:00（予定） 第 2試合 14:00（予定） 

■ご来場に際して 

 時間には余裕を持ってお早めにご来場ください。 

 会場内の飲食売店は、2階コンコースに 1カ所ございます。 

■駐車場について 

 9:30利用開始（予定） 

 P1（約 250台）および多目的広場（約 450台）をご利用ください。大勢の方がご来場されます。駐車

場には限りがありますので、ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください。近隣の商業施設等に

はくれぐれも駐車されないようお願いいたします。満車の場合は、JR丸亀駅周辺の公共駐車場をご利

用ください。 

 雨天の場合は、駐車場を変更する場合があります。 

 なお、シャトルバスの運行はありません。丸亀コミュニティバス等をご利用ください。 

 

■入場･再入場口 

 メインスタンド  MAIN 5ゲート 

■入場待機列 

 試合当日の 9:20 より入場待機が可能となります。それ以前の入場待機およびシート貼り等はご遠慮

ください。 



 9:20より前に貼ったシート等は、撤去･廃棄させていただく場合があります。 

 シート等の剥がれ、紛失等については、一切の責任を負いませんので各自で管理してください。 

■入場後の席の確保 

 ガムテープによる席の確保は禁止です。 

 当日は大変混雑が予想されます。できるだけ詰めてお座りいただきますようご協力お願いいたします。 

■ベンチ位置について 

 【第 1試合】 

マッチナンバー【33】の勝者 

マッチナンバー【34】の勝者 

北側ベンチ（ベンチ左） 

南側ベンチ（ベンチ右） 

 【第 2試合】 

マッチナンバー【37】の勝者 

マッチナンバー【38】の勝者 

北側ベンチ（ベンチ左） 

南側ベンチ（ベンチ右） 

■座席について 

 立って応援される方は「立ち見可能エリア」での応援をお願いします。「立ち見可能エリア」では、「太

鼓等の鳴り物の使用」「最前列での大旗の使用」を可能とします。「立ち見不可エリア」での「太鼓等

の鳴り物の使用」「大旗の使用」はご遠慮ください。 

 

■スタジアム内への持ち込み禁止物 

 (1)ビン、缶（中身は入場ゲートにご用意する紙コップに移して入場ください。なお、水筒の持ち込

みは可能です。） 

 (2)ガスホーン、レーザーペン、ホイッスル、ブブゼラ等、競技の進行を妨害するおそれのあるもの 

 (3)発煙筒、爆竹、花火、その他の危険物またはそれに類するもの 

 (4)紙吹雪、紙テープ、風船 

■横断幕･楽器などの事前搬入 

 事前搬入は行いません。 

■横断幕掲出可能エリア 

 ○サイドスタンド 

  スタンド前部の手すりに吊り下げてください。一番下の手すりに取付可能です。風で浮き上がる可

能性のあるものは、重り等で下部を固定させていただきます。 

  スタンド掲揚ポールは使用禁止です。テープ類の使用は禁止です。 



 

観戦エリア観戦エリア

Ｎゲート Ｓゲート

5ゲート5ゲート

【入場口】
　自由席  5ゲート
　

大会横断幕

バックスタンド

メインスタンド

左側横断幕掲出可能エリア左側横断幕掲出可能エリア 右側横断幕掲出可能エリア右側横断幕掲出可能エリア

横断幕掲出

横断幕の掲出可能時間
【第１試合】
搬入・掲出可能時間　10:00～10:15
10:00にNゲート・Sゲートにお越しください。
試合終了後、選手がピッチから控室に退場しましたら、速やかに取り外してください。
【第２試合】
事前搬入はありません。
第１試合の横断幕の取り外し完了後、第２試合の横断幕の取り付け開始とします。
第１試合の横断幕の取り外しが完了するまで、横断幕の掲出はお控えください。



 

■ビッグフラッグについて 

 座席等に拡げたままの状態にすることは禁止です。 

■禁止行為･遵守事項･入場の拒否等 

 JFA試合運営管理規定をご覧ください。 



試合運営管理規定 
 

 

公益財団法人日本サッカー協会（以下「JFA」という）が主催又は主管する試合については、下記の規定に沿って運営い

たします。施設に入場しようとし、又は入場した方々の禁止行為、持込み禁止物及び肖像等の取扱い等について記載して

おりますので、必ずご参照の上ご入場くださいますようお願い致します。 

 

第1条（目的） 

この規定は、JFA が主催又は主管する全ての試合の円滑で安全な運営を確保し、且つ、サッカー観戦者、選手、審判、チ

ームスタッフ、警備従事員、試合運営スタッフ（マッチオフィシャルを含む。以下同じ）及びその他の試合関係者等の安全を

確保することを目的とする。 

 

第2条（定義） 

次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

1. 試合･･･JFA が主催又は主管する試合全てをいう。 

2. 施設･･･JFA が主催又は主管する試合が実施されるスタジアム、その関連施設及び区域一切をいう。 

3. 運営・安全責任者･･･施設の全般的安全と円滑な試合運営に責任を有する者であり、JFA 専務理事又はその代行

者をいう。 

4. 警備従事員･･･大会の安全確保のため、運営・安全責任者が任命した者をいう。 

 

第3条（規定の対象） 

この規定は、施設に入場しようとし、又は入場したすべての者（施設内若しくはその空中に物を侵入させ、又は施設周辺

から試合に対して影響力を及ぼそうとする者を含む。以下同じ）に適用される。 

 

第4条（禁止行為） 

施設に入場しようとし、又は入場した者は、運営・安全責任者が特に必要と認め、事前に許可をした場合を除き、いかなる

施設においても次の各号に掲げる行為をしてはならない。なお、許可の基準及び手続は、別途 JFA において定める。 

1. 正当な入場券又はアクレディテーションカード等を所持せずに施設に入場すること（なお、試合日に限らない）。 

2. 鉄砲刀剣類、毒・劇物、薬物、油類、爆発物、発煙筒、爆竹、花火、火薬類その他の危険物、殺虫駆除剤、ドライ

アイスその他の発煙物又はそれらに類するものを持ち込むこと、又は使用すること。 

3. ビン、缶、ペットボトル(※)、エアホーン若しくは投てきにより他人（審判、選手、コーチ、スタッフ、観戦者、警備従事員、

試合運営スタッフ、JFA 役職員その他本人以外の一切の者を含む。以下同じ）に危害を加える可能性があると思われる

その他の物品を持ち込むこと、又は投げ込むこと。 

※ペットボトルの持ち込み制限は、試合や施設の状況に応じて設定される。 

4. レーザーペン、ホイッスル等、競技の進行を妨害するおそれのある物品を持ち込むこと、又は使用すること。 

5. 包丁、ナイフ類その他の凶器となりうるような物品を持ち込むこと。 

6. 他人に対する暴力行為をすること。 

7. 他人を取り囲む行為をすること。 

8. 無人航空機（ドローン、ラジコン機等）を持ち込むこと、又は飛行させること。（施設外からの操作を含む） 

9. 大型荷物等他人に迷惑を及ぼす物品を持ち込むこと。また、他人の観戦に支障を及ぼすおそれのある大型の物（ビッ

グフラッグ等）を持ち込み、使用して応援をすること。 

10. 掲出が禁止された場所に横断幕・フラッグ等を設置すること。 

11. 動物の類（介助犬・盲導犬・聴導犬を除く）を持ち込むこと。 

12. 政治・思想・宗教・軍事的な主義、主張、観念を表示、若しくは連想させるような掲示板、立て看板、横断幕、懸

垂幕、のぼり、旗、プラカード、ゼッケン、文書、図面、印刷物等を持ち込み、又は設置、掲揚、着用、散布、貼付すること。 

13. 人種、肌の色、性別、言語、宗教、政治又は出自等に関する差別的あるいは侮辱的な発言又は行為をすること。ま

た、誹謗中傷等の公序良俗に反する発言又は行為をすること。 

14. アルコール、薬物その他物質の影響により酩酊した状態で施設に入場する行為、又は施設においてこれらの影響によ

り酩酊し、他人を脅迫、威圧、挑発する等著しく他人の行為等を阻害し、迷惑となり、若しくは他人の嫌悪の情を催させる

物品を持ち込み、若しくは行為をすること。（酩酊とは：アルコール等の影響により、正常な行為ができないおそれのある状

態をいう） 



15. 他人の名誉を毀損、侮辱し、プライバシーを侵害する、又はそのおそれのある物品を持ちこみ、又は行為をすること。 

16. フィールド内への物品の投げ入れや、フィールドへの侵入等競技の進行に支障を及ぼすおそれのある行為をすること。 

17. 立ち入り禁止区域及び侵入不可エリアに立ち入ること。 

18. 建物、立ち木、工作物、その他の設備、備品若しくは物件を破壊し、損傷し、汚損し、又はみだりに操作すること。 

19. 第三者との面会を強要し又は試合後に施設に居座ること。 

20. 他人の通行の妨害となる行為をすること。 

21. 他人の車両を取り囲むこと、又は車両の走行を妨害すること。 

22. 他人に対して怒声・罵声を浴びせる、又は他人に対して暴力を示唆する等により威嚇すること。 

23. 所定の場所以外で喫煙をすること。 

24. 所定の場所以外への車両の進入、駐車又は駐輪をすること。 

25. 勧誘、演説、集会、街宣、布教、デモ等の試合の円滑な運営を阻害するおそれのある行為をすること。 

26. 商行為、寄付金の募集、広告物の掲示等の行為をすること。 

27. 特定の企業の宣伝を目的として、特定の企業名又は製品名等を表示した物品（連想させるものを含む）を持ち込

み、表示し、又は設置すること。 

28. 営利目的や選手・スタッフの肖像権の侵害となる写真撮影、及びビデオカメラやスマートフォン等による試合動画の撮

影、三脚等を含む大きな機材の使用、また他のお客様の観戦や試合運営を妨げる撮影行為をすること。 

29. 試合の音声又は映像の全部又は一部を、インターネットその他メディアを通じて配信（ライブ配信・時差配信問わず）

すること。 

30. テント、小屋その他これらに類する工作物を設置すること。 

31. みだりに施設近辺で気勢を上げ騒音を出すこと。 

32. 法令（法律、条例等）及び試合や施設ごとに別途定める観戦ルール/マナーに記載される禁止行為及び記載事項

に反する行為をすること。 

33. 試合の運営又は進行を妨害し、他人に迷惑又は危険を及ぼし、若しくはそれらおそれがあると警備従事員が認める

行為をすること。 

34. その他 JFA が禁止する行為をすること。 

35. 第 8 条第 1 項又は第 3 項に基づき、入場拒否若しくは退場命令を受け、施設への入場禁止になったにもかかわら

ず、入場する等により JFA、J リーグ又は各種連盟等による措置や処分に違反すること。 

36. 1～34 の禁止行為を集団（複数名）で行うこと。 

37. 1～34 の禁止行為に該当しない場合で、1～34 の禁止行為と同等程度に試合への影響があると JFA が判断する

行為をすること。 

 

第5条（施設に関して） 

施設に入場しようとし、又は入場した者は、次の各号に該当する行為を遵守しなければならない。 

1. 入場券又はアクレディテーションカード、身分証明書等の提示を求められたときは、これを提示すること。 

2. 安全確保のため、手荷物、所持品等の検査を求められたときは、これに応じること。 

3. 事件・事故が発生し、又は発生することが予想される場合は、警備従事員若しくは警察等の治安当局の指示、案内、

誘導に従うこと。 

第 6 条（販売拒否事由） 

JFA は、次の各号に該当する者に対し、入場券の販売をしない。またその者が自ら又は第三者を通じて入場券を取得した

場合、JFA はその者に対し入場を拒否することができる。 

1. 暴力団又はこれに類する反社会的勢力（以下、「暴力団等」という）に所属する者（以下「暴力団員等」という） 

2. 暴力団員等でなくなった時から 5 年を経過しない者 

3. 自己又は第三者の利益を図る目的等で暴力団等若しくは暴力団員等を利用している者 

4. 暴力団等又は暴力団員等に対して資金等を提供し、若しくは便宜を供与するなど、暴力団等の維持、運営に関与を

している者 

5. 暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している者 

6. 第 7 条に違反して入場券を取得する者 

7. 第 8 条第 1 項又は第 3 項に基づき試合への入場が禁止されている者 

8. その他入場券の販売をしないこととする相当の理由があると JFA が判断した者 

 

 



第7条（転売等の禁止） 

何人も第三者に対し、JFA の事前の許可を得ることなく、入場券を転売し（業として入場券を有償で譲渡することをいい、

インターネットオークションを利用するものを含む）、又は転売することを目的として入場券を取得してはならない。ただし、家

族、友人、取引先、その他これらに類する特定の関係に基づき、かつ、JFA が設定した販売価格を超えない価格で譲渡さ

れた場合については、この限りではない。 

 

第8条（入場拒否、退場命令、物の没収） 

1. JFA は、第 4 条又は第 5 条の規定に違反した者の入場を拒否し、施設からの退場を命じ、持ち込み禁止物の没収等

必要な措置をとることができる。 

2. JFA は、前項に該当する者に対し、JFA が被った損害（当該者の違反行為を理由として JFA に科された制裁に起因

して JFA が被った一切の損害を含む）の賠償を請求することができる。 

3. JFA は、第 1 項に該当する者の中で特に悪質と認める者に対しては、その後開催される JFA が主催又は主管する試

合に加え、その間の日本国内で行われるすべての試合（Ｊリーグ及び各種連盟等が主催する試合を含む）についての入

場を JFA が指定する試合数又は無期限で拒否することができる。また、JFA は処分対象者が入場を禁止された試合のチ

ケットの返還を処分対象者に対して求めることができる。なお、入場を拒否する処分を科す場合は、JFA は当該処分の内

容（処分対象者の個人情報を含む）についてＪリーグ及び各種連盟に共有するものとする。また、Ｊリーグ及び各種連

盟等がその主催する試合において入場を拒否する処分を科した場合も同様として、JFAは、当該処分対象者につきその間

の JFA が主催又は主管する試合の入場を禁止するものとする。なお、入場禁止処分の対象となる試合については、JFA の

裁量にて決定される。 

4. JFA により入場を拒否され、又は施設からの退場を命じられた者は、チケットの購入代金の払い戻しを求めることはでき

ない。 

 

第9条（権限の委任） 

運営・安全責任者は、特定の施設についてその権限を他の者に委任することができる。 

 

第10条（肖像等の取扱い等に関する同意事項） 

施設に入場しようとし、又は入場した者は、次の各号に予め同意し、異議を述べないものとする。 

1. 施設において、JFA 及び各種報道・放送配信機関が、施設に入場しようとし又は入場した者の肖像（横断幕及びフ

ラッグ等の製作物並びにチャント等の音声等を含み、「肖像等」という）が含まれる写真又は動画（以下「写真等」という）

を撮影すること 

2. 前号の写真等の全部又は一部が次に定める用途で利用されること 

(1) 各種報道・放送配信機関による試合（ハイライト映像を含む）の放送及び配信（媒体は問わない） 

(2) 施設内の大型映像装置及び場内設置モニターへの投影 

(3) ウェブサイト、動画配信サイト、SNS その他のインターネット媒体における広報 

(4) 各種事業に関するキャンペーン告知その他の宣伝広告活動（媒体を問わない） 

(5) 大会プログラム、映像作品、機関紙その他の商品の製造・販売及びその販促活動 

(6) 各種報道・放送配信機関によるニュース番組・関連メディア等での利用 

(7) 試合の円滑で安全な運営目的又は禁止行為、禁止行為をした者を特定する目的での利用 

(8) その他上記の各号に付随又は類似する用途 

3. JFA が次に定める者に JFA が撮影した写真等の利用を許諾すること 

(1) JFA の協賛者及び JFA が協賛又は後援する者（前号(3)及び(4)の目的に限る） 

(2) JFA のサプライヤー等、JFA が商品化権を許諾する者又は JFA が商品の製造・販売を委託する者（前号(5)の目的

に限る） 

(3) 各種報道・放送配信機関（前号(1)及び(6)の目的に限る） 

(4) 都道府県サッカー協会その他の JFA の加盟団体及び関係団体（J リーグ、J クラブ、WE リーグ及び WE クラブを含

むがこれらに限られない）（前号(3)及び(7)の目的に限る） 
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